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こんにちわ、ホビーショップくらくら店長です。 

今回 PG ユニコーン発売に辺りサンプルキットを発売前に展示用として作成した際、気

になったところや複雑に感じたところ、作る際に意識した方が良いことをまとめてみま

した。 

 

『PGは作るのが難しい』『失敗したら・・・と思うと怖くて手が出せない』などお考え

のアナタの為にまとめてみました。 

 

ＰＧだってＭＧだってＨＧだって同じガンプラです。 

大丈夫、時間はかかっても絶対に完成できます。 

 

このガイドブックでは、私ホビーショップくらくら店長がサンプルを実際に作って感じ

た事、気になったところ、悩み倒したところなどを説明しています。 

 

このＰＧユニコーンはランナー数約 50 弱、パーツ数は約 800 と一見膨大な量に感じま

すがＰＧゼータが約 950のパーツ、ＰＧのＧＰ０１の 1200 に比べれば少ないのです。 

 

ＰＧというカテゴリの中ではそこまで大量のパーツ数ではないという事がわかってい

ただけると思います。 

 

またＭＧのフルアーマーユニコーンが約 700のパーツ数ですが、作った感覚としてはＭ

Ｇよりもパーツが大きく、また可動やパーツ合わせがかなり改善されているのでＭＧの

ユニコーンよりもストレスなく組むことができると感じました。 

 

じっくり取り組めば必ず完成しますから、あせらずゆっくりと組んでいきましょう。 

 

なおこのガイドブックでＬＥＤ内蔵の組み方も併せて記載しておりますので、ＬＥＤを

組まない方はその部分を読み飛ばしていただいても構いません。 

 

それでは、楽しんで組んでいきましょう！ 

 

 

2014年 12月 ホビーショップくらくら 店長 

 

 

ブログあります。 → くらくらプラモ.com 

http://t.co/zeGBqIq4mq
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このレポートは広島県三次市にありますホビーショップくらくらが作成しております。 

 

引用、添付（具体的に言うと販売促進などに使用すること、ブログの記事などにするこ

と）などは自由ですが、その際は一言いただけましたら幸いです。 

 

→ くらくらプラモ.com 

 

こちらのサイトの問合せフォーム、もしくは 

 

kurakurarx78@wi2.kualnet.jp 

 

こちらのメールまでご連絡ください。 

それも手間だという方はツイッターで@kurakuraplamo 宛てにでも構いませんのでお気

軽にご連絡ください。 

 

無断での使用はお断りしております。 

用途によっては使用をお断りする場合がございますことを予めご了承くださいませ。 

 

ホビーショップくらくら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://t.co/zeGBqIq4mq
mailto:kurakurarx78@wi2.kualnet.jp
https://twitter.com/kurakuraplamo
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・キットを組む前にやっておきたい事！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



初めて PGユニコーンを作成するあなたへ ～ホビーショップくらくら～ 

5 

 

１． 説明書でパーツの内容を確認する。 

まず購入したらパーツを説明書の 6Ｐにあるパーツリストと見比べて確認をしてくださ

い。 

『こんなかったるいこと・・・』と思われがちですが、結構これ重要です。 

何故なら実際にランナーの欠品やパーツの欠損があるから。 

 

これを最初の段階で確認しておかないと、最初からなかったのか自分がなくしたのかが

わからなくなってしまい、大きな時間ロスにつながります。 

それに組立が大詰になって『さぁこれで完成だ！』みたいな時に欠品が判明してしまっ

たらモチベーションも維持できません。 

 

個人的な感覚ですが、素組などの場合で組立を中断したり断念したりするのはこういっ

た作業以外での時間空費が大きな原因な気がします。 

 

作ること自体は好きでしていても、パーツを探したりだとか場所を確保したりだとか、

そういう何も生まない時間空費が重なって大型キットのモチベーションが下がってし

まう・・・。 

 

まず作業をする前にこういった無駄な時間空費を極力避ける工夫をしておくと断念す

ることなく作業を続行できます。 

 

２．ランナーにナンバリングを振り、一目で何番のランナーかわかるようにしておく。 

 

画像の様にパーツに付箋紙、ポストイットなどで番号を振り分けて貼っておきましょう。 

ＰＧユニコーンのランナーは約 50 枚、組立を行っていけばそのうち覚えないことはな

いですが、それでも最初のうちは膨大な量に戸惑ってしまいます。 
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それを避ける為にまずは番号を振り、一目で何番かわかるようにしておくとパーツ選び

の時間ロスが少なくなります。 

 

『ナンバリングをする時間がもったいない・・・』と思われるかもしれませんが、実際

のところパーツを探して右往左往している時間の方が多分かかっています。 

 

その時間を得できると思ってササッとやっておくと吉です。 

パーツ確認の時に一気にやってしまってもいいですね。 

 

プラモは作っているときが一番楽しいと思うので、こういう作っていない時間を極力減

らしておきたいところです。 

 
（画像のランナーには付箋紙をつけていませんが） 

こんな感じで段ボールに数枚ずつ収納しておいて段ボールにもナンバリングをしてお

けば管理も簡単です。 

ただしあまりスキマなく詰めるとパーツ同士が触れ合ってキズがついてしまうので、余

裕を持って格納してくださいね。 
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３． 作業場所を作ってしまう。 

 

・・・ものすごい安っぽい作りの作業場所で大変恐縮ですが（汗 

ご家庭にある段ボール箱をちょっと加工するだけでかなり便利な作業場所になります。 

囲いを作ることでパーツを切り飛ばしたり、机から落としてなくすといった時間ロスを

軽減できます。 

 

なによりこの簡易作業場所の良いところは作業中のまま移動できること。 

机の上などで作業していて、中断したいときにパーツや道具を収めて・・・といった動

作を省略してスペースを確保できます。 

 

 

ニッパーなどは安全処理（カバーをかけるなど）をする必要はありますが、気軽に作業

を中断、再開ができます。 

 

『ちょっとだけ作業したい』とか『ちょっと中断して書き物をしたい』などの時に非常

に便利です。 

 

ちなみにここまでやる必要はありませんが、私は段ボールの壁面にクリップを差し込み、

必要なランナーを挟んで一目で分かる様にしています。 
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もし段ボールを加工するのが面倒であれば 

 

ホームセンターなどに売ってあるこういう収納ボックスに 

 

 

こんな風にタオルと道具を用意して、その中で作業してしまうのもありです。 

ちょっと作業しにくいですが、パーツの飛び散りやゲートクズなどのゴミが飛び散らな

いので部屋を綺麗に使うという点ではこっちの方が優秀です。 

こっちはフタができるので作業の中断、再開もより簡単です。 
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（ＬＥＤがある場合は） 

４．ＬＥＤの点灯チェックを行う。 

 

ちょっと面倒かも知れませんが、まずは配線全部を接続して点灯チェックを行いましょ

う。 

 

パーツチェックと同じで、出荷の段階で不具合のあることがあります。 

ましてやこれは電子工作品、動作不良の可能性は捨てきれません。 

 

組立ながら故障が発覚すれば面倒ですし、原因の特定も難しくなります。 

まずは最初の段階で点灯するかどうか見ておけば『最初から壊れていたかどうか』の確

認はできます。 

 

まずはＬＥＤユニットについているパーツリストを元に配線を繋いで、ついでにコネク

タの付け外しも練習しちゃいましょう。 

 

全部のＬＥＤが点灯したことを確認したら、次の作業へ移りましょう。 

 

５．切り間違えた時用のパーツ入れを用意しておく。 

 

大量のパーツを取り扱う以上、本来使うパーツは違うパーツを切り離してしまう事は

多々あります。 

 

もちろん違うパーツは使えませんからそのパーツの出番が来るまで保留するわけです

が、それを保管する為の容器を用意しておきましょう 

 

こういうパーツは案外なくしやすいです。なぜかというとその時は必要でない為ぞんざ

いに扱いがちになってしまうから。 

おまけに大量のパーツを切り離していれば作業机にはプラスチックのカスが大量に出

ます。 

 

小さなパーツだとうっかり・・・ということもやりかねません。 

（特にＰＣパーツとＰＯＭパーツ） 

小さなパーツはセロテープなどを包むように貼り付けて、ナンバリングして間違えた時

用のパーツ入れに入れておくと便利です。 
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・全体を通して気にしておきたいところ！ 
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１． ニッパーは極力模型専用の物を使う。 

 

「キットが高いんだから道具までお金をかけられない！」という言葉をお店でもよく聞

きます。 

個人的にはお財布的に痛いほどよくわかる話なんですが、それでも敢えて言いますと 

 

ニッパーはいいものを使うべき！ 

 

と声を大にしていいたいのです。 

 

一番はアルティメットニッパー！ですが、なかなかこれは流通に回らないので『高い、

安い』の前に『手に入らない』という状況が起こりがちです・・・（涙 

 

アルティメットニッパーでなくとも、タミヤさんやグッスマさんが出されている専用の

ニッパーを使う事をお勧めします。 

 

 

これは何故かというと、一番は『作業時間の大幅な短縮』 

単純に作業工程、時間的に倍近い差がついてしまうのです。（特に素組） 

 

 

普通のニッパーで切った場合、綺麗に処理しようとするとパーツを切り離した後カッタ

ーで切断面を整えてやる必要がありますが、アルティメットニッパーなどの専門のニッ

パーであれば切断面が綺麗なのでカッターによる切断面の整復の手間がかなり簡素化

できます。 

 

切断によるパーツの負荷（バチンバチンと音がする場合、パーツにはそれなりの負荷が

かかっています）が、切れ味のいい専門のニッパーであればかなり軽減できます。 

 

パーツの白化のリスクや肯定的な時間の手間が省けます。 

今回のユニコーンはアンダーゲートという切った後が目立たない様な仕様になってい

ますが、このアンダーゲートは切った後の厚みが残っているとパーツのハメ合わせに影

響が出てしまいます（具体的に言うと、切った後がパーツのスキマで自己主張してキレ

イにハメ合わせることができなくなってしまう） 

ここを綺麗に処理する為にもプラモ用のニッパーを使用されることをお勧めいたしま

す。 
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ちなみにオススメのニッパー 

 

→ ゴッドハンドさんのアルティメットニッパー（イチオシ） 

→ タミヤさんの薄刃ニッパー 

→ グッスマさんの匠 TOOLS 極薄刃ニッパー 

 

他にも色々ありますが、概ね上記のどれかを使うと良いと思います。 

 

何より使い心地がすごくいい！(笑) 

過剰な手応えもないので手が疲れにくいので、使い心地の良さが続きます。 

ＰＧユニコーンのパーツは 800弱。 

どのパーツを組むにしても切る作業は延々と続きますから、使い心地で選ぶのも重要だ

といえるでしょう（ちょっと強引） 

 

 

２． パーツ分解用のツールを用意しておく。 

 

『説明書通り組み立てていれば間違えるはずがない』と私はよく言われるのですが・・・。 

ハッキリ言います、人間は絶対に間違えます( ;∀;) 

パーツのハメ合わせの間違い、入れるべきパーツを入れずに組む・・・など、パーツを

分解しなければいけない局面が訪れることがあるでしょう。 

 

多くの場合パーツのスキマからこじって分解していくわけですが、ここでデザインカッ

ターなどの鋭利な刃物でスキマをこじ開けようとするとパーツに傷がつくだけでなく、

力を入れることで思わぬ怪我にもつながります。 

（お恥ずかしいことに店長のプラモ工作中の怪我は全てこの作業の時です・・・） 

 

市販しているツールの中で役に立つのは wave さんから発売されている『パーツオープ

ナー』、400 円ちょいくらいで買えるツールですが、パーツの分解に非常に役に立って

くれます。 

 

もしこれを用意できなかったならマイナスドライバー、金の物差しなど薄いものを使っ

てもいいでしょう。 その際は先端にマスキングテープなどを貼り付けてパーツへの傷

がつかないようにしておくと便利です。 

 

・・・もちろん一番はまちがえないことではあるんですが(/ω＼) 
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３．素組でトップコート処理するなら組み立てる前に行う。 

これはＰＧに限らずユニコーンキット全体に言えるのですが・・・。 

普段素組でトップコート仕上げをするのであれば、組み立ててからではなく組み立てる

前にランナーの状態でトップコートを吹きつけておくのも一つの手です。 

 

何故ならサイコフレーム（ＡＢＳパーツ）があるので、組み立てた後吹き付けると、本

来質感が違う物が統一化されてしまい、イメージにあわなくなってしまう恐れがあるか

らです。 

 

ユニコーンモードで吹いてしまうのも手でしょうが、スキマに入ってしまうと目も当て

られません。 

 

ＬＥＤを内蔵させるのであればなおのこと。 配線の関係でパーツの分解が著しく難し

くなります。 

 

今回のＰＧユニコーンはパーツ分けが細かく設計されているだけでなく、アンダーゲー

ト処理をされているので切断面が大きく目立つところはあまりありません。 

 

ランナーの状態でサイコフレームやクリアパーツ以外の部分をトップコートし、乾かせ

てから組立を開始していきましょう。 

 

この際マーキングシールを貼っておいてしまうのが一番ですが、位置を把握しきれなか

ったら肩アーマーなどの目立った部分だけでも貼った上からコートしておくと良いで

しょう。 

 

ピンなどにあまりかからないようにすると組立の際トップコートの厚みでパーツのか

み合わせが悪くなるのを防げます。 

組んでいる途中でかみ合わせに堅さを感じたら穴を削るなどして少し余裕を作りまし

ょう。 

もちろん最善なのは組んだ後仕上げとしてサイコフレームなどにマスキング処理をし

た上でトップコートを吹く事ですが・・・。 

 

ちなみにトップコートを缶のもので行うなら、水彩ではなくＭｒスーパークリアーをお

勧めします。 

 

吹き方やポイントなどは・・・書きだすとキリがないので、今回は割愛しておきます。 
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ポイント別組立アドバイス！ 
※文中の～Ｐなどの表記は PGユニコーン説明書のページ数です。 
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１． 台座の組立 

 

ここからは説明書のページ、工作番号に添って、気になったところをピックアップして

いきます。 

説明書の画像引用は色々問題がありそうなので基本文字指定で進行させていただくこ

とをお許しください。 

 

説明書順に進めていくと、一番最初に組み立てるのは台座。 

 

特に難しいところはありませんが、ここから既にアンダーゲートの仕様になっているの

でゲート処理をするときはきをつけてください。 

 

ちなみにアンダーゲートとは 

 

こういうパーツの内側にゲートがくっついている状態を言います。 

パーツを組み合わせる時にこの部分が残っているとスキマができてしまうので 

忘れずカットしておきます。 
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アンダーゲートはこのＰＧユニコーン結構な量がありますので説明書とパーツ自体を

見合わせながら確認しつつ作業すると楽です。 

 

 

 

ＬＥＤを内蔵させる場合、この支柱の背中にある溝に配線を仕込む形になります。 

全体的にこんな感じにスキマに配線を這わせるやり方が主流になってきます。 

 

説明書にはＬＥＤユニットに付属しているパーツセパレータを使う事を推奨されてい

ますが、私は先端をカットした爪楊枝をつかいました。 

 

配線に傷をつけないよう、ミゾに合わせて少しだけ配線をピンと伸ばし、ゆっくりと配

線をミゾに設置していきましょう。 
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２． 胸部の組立 

 

ここが配線作業で一番めんどうくさい部分です（汗 

胸部に設置するＬＥＤが全体のＬＥＤの基部になるので、配線の這わせ方が複雑になっ

ています。 

 

またＰＧの特徴として、ポリキャップと同じ形の POM-0というパーツがあり、この 2つ

を組み合わせて設置するパターンが非常に多いです。 

 

見た目にはかなりわかりにくいので、面倒でなければ片方ずつ切っては組み・・・を行

った方が間違いが少なく済みますよ。 

 

 

 

 

胴体の組立は特に細かいパーツの組み合わせが多いので、説明書と向き合わせて確実に

はめ込んでいきます。 

特に面倒に感じたのが胸部の装甲辺りと画像にあるセンサー的な突起物。 

 

この辺は説明書と組立のパーツの向きを揃えて、確認しながらはめていってください。 
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胸部ＬＥＤの組み込みについて 

 

 

 

胸部全体にＬＥＤの配線を配置したところ。 

ＬＥＤの配線の中で一番面倒なところ、説明書でもかなり詳しく書かれています。 

 

迷いそうであれば、ＬＥＤの各端子の先端に付箋紙などで番号『a-1』など説明書を参

考に記載しておくとわかりやすくなります。 

 

ほとんど目立たなくなるので、端子に記載しておくのも手かも知れません。 

 

人間で言う背骨の辺りに端子を固定するミゾが設置されていますので、どこに何番の配

線を挟み込むのか確認し挟み込みます。 

 

配線の向きを変えながら挟み込んでいくことになるので、よじったままにならないよう、

挟み込んだら向きを戻すことを気にしておきましょう。 

 

首元の配線のミゾは特に細いので、1本づつゆっくり入れてきましょう。 

 

装甲を組み立てる時に配線を挟み込まないように注意（特に胸部Ｄ） 
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３． 脚部の組立について 

 

脚部は PG ユニコーンの組立全体を通して自分が一番時間がかかり、かつモチベーショ

ンが上がりにくかった部分です（汗 

もちろん完成したときの感動はひとしおでしたが・・・。 

 

スネのサイコフレームを絡めた組立構造はまさに立体パズル。 

説明書は取り掛かっている組立番号の部分だけではなく、その前後の形も参考にしなが

ら組み合わせていってください。 

 

 

まず足元。 

気を付けてほしいのが１６Ｐの組立から１７Ｐの組立に移る時。 

画像の様にパーツ U24、U25 を組み合わせたパーツを少しあるスキマにパチンとはめる

ようになっていますが、はめる前にスキマに設置するパーツＵ１７とＵ１２があります。 

 

これを忘れてはめてしまうと、分解に大きな時間がかかるばかりかパーツの破損を引き

起こしかねません。 

 

それぐらいしっかりはまってくれるので、こことは特に慎重に行ってください。 

 

 

・・・時間、かかりましたとも、ええそりゃもう(*ﾉωﾉ) 
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そのまま足首の辺りを組立ていきますが（Ｐ１７最後の項目） 

 

 

 

同じような形のパーツを 2 種組み合わせる上にポリパーツとそれにそっくりなＰＯＭ

というパーツを組み合わせていくようになります。 

 

組み合わせを間違えると可動に影響が出たり、そもそもはまらない・・・といった事態

になりかねませんから（特にポリパーツ）ここは時間がかかっても 1個ずつパーツを切

り離して確実に組み合わせていくのが吉です。 

 

パーツ同士の組み合わせでは『下に行くほど大きくなる』と意識しておきましょう。 

 

次にスネの部分。 

 

Ｐ１９の初めくらいまではそんなに面倒な組み合わせもないので、説明書を参考にサク

サクと組み立てていきましょう。 

ちなみにこのユニコーン、驚いたことに足元から膝までが同じものになっております

（通常だと左右で形が違うので右足、左足で組むようになる） 

両足を同時進行で組むようになっているので迷いが少なくて済みます。 
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・・・今思えばなぜこんなに苦労したのかわからない部分（汗 

１９Ｐの中頃、Ｔ７とＴ８を組み合わせるのになぜか私は一番苦労しました。 

（詳しくは１９Ｐ 上から三段目中央の項目） 

 

説明書の説明イラストだとＴ８の設置位置に少し迷ってしまいがちです。 

ここはＴ７の位置と次の項目のイラストを参考に位置を決めてください。 

 

少しだけサイコフレームの突端が飛び出した状態ではめ込むイメージです。 

それ以外は単純なはめ込みの連続なので、しばらくは迷わずに組み立てられると思いま

す。 

 

ハメ合わせの間にパーツを組み合わせるという部分が何か所かあるので、そこを忘れず

に、各項目の組立順番を確認しながらくみたてていきましょう。 

 

 

 

20Ｐから右左の脚に分かれますのでその辺の要注意です。 
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脚のＬＥＤユニット取り付けについて 

 

 

ＬＥＤユニットをスキマに設置しながら配線を這わせていきますが胴体の時と違って

一本道なので難しくありません。 

可動部に絡む部分があるので、可動確認をゆっくり行いながら干渉していないか逐一チ

ェックします。 

ＬＥＤの配線を這わせる前に可動の方さやスムーズさなどを確認し、ＬＥＤ配線後にや

ってみてその差を調べます。 

 

あまりに可動に異変が起きていたら次の工程へ行く前に確認しましょう。 

装甲を組む時にも這わせ方が甘いと配線を噛んでしまう事があるのでそこも要注意で

す。 

（特に２２Ｐ最初の項、右側Ｆのパーツと右側Ｈのパーツ辺り） 
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腰部の組立について 

 

ここの組立についてはそんなに難しくありません、正直。 

番号と組立順番にだけ気を付けておけばサクサクと組めると思います。 

 

ですが気を付けてほしいのは２７Ｐからのメタリックシール貼り付け。 

作成中に貼り付けるシールの数が非常に少ないので忘れがちです。 

 

作りが単純で保持力が高い分、取り外しがかなり面倒・・・下手に力を入れるとパーツ

の破損や怪我にもつながりかねませんので、確実に貼っておきましょう。 

Ｈ４、Ｈ１８、Ｈ３、Ｈ１７の内側に貼り付けます。 

組む前に貼るものなので、切り離したらすぐ貼るくらいでいいのではないかと思います。 

 

 

腰部ＬＥＤユニットについて。 

 

まずは先ほど作った両足を腰部にジョイントさせていきます。 

足の配線をまずジョイントさせる前に腰部にはわせる訳ですが、『前から回って後ろに

通す』と考えておけば特に間違いはないです。 

 

足をジョイントさせたらとうとう腰部自体のＬＥＤを設置していきますが・・・その数

に『ウッ』となるかも知れませんが大丈夫！物を見てもらえればわかりますが、枝分か

れの方向は十字なだけで、上と下は脚と胴体につなぐだけです。 

番号さえ把握しておけば迷う事はありませんから、おちついて配線を回していきましょ

う。 

b<IV>、b<VII>を予め腰回りに回して仮置きしておけば取り回しの面倒がないと思いま

す。 

 

腰の中央にユニットを配置したら胴体との配線を繋いだ後胴体パーツをドッキングさ

せ配線を噛まないようにパーツＤ１をはめ込みます。 

 

この時点で（説明書でも強調されていますが）一回点灯チェックを行いましょう。 
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（頭とか色々パーツつけちゃってますが） 

部屋を少し暗めにして、各ＬＥＤの点灯をチェックしましょう。 

 

組立前に総点灯チェックを行っておけば、ここで点灯していなければ接続部などに問題

があるということがすぐ確認できます。 

 

問題の解決が済んで全ての点灯チェックが済んだら腰回りのＬＥＤをパーツに取り付

けていきましょう。 

 

もちろん腰パーツにＬＥＤを設置した後で点灯チェックすることをお忘れなく・・・。 

 

 

腰回りの装甲のＬＥＤですが、固定用パーツを使ってＬＥＤユニットを設置していきま

す。 

 

位置と固定しているかどうかだけキチンと確認しておけばそんなに難しくありません。 

リアアーマーからサイド、フロントアーマーの順番です。 

慌てずサクサクっと組んでしまいましょう。 
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腕部の組立。 

ここまでくれば後少しです、頑張っていきましょう！ 

 

 

 

 

腕部分はＰＣパーツとＰＯＭパーツが入り乱れるのでよく確認しましょう。 

前述の通り、まちがえた時は必ず分かるように容器に保管してなくさないようにしまし

ょう。 

 

 

ビームサーベルの柄。 

ここだけ目立つパーティングラインがあるので、カッターナイフなどで削っておきまし

ょう。 

個体差もあるでしょうが、ここ以外目立ったヒケやラインがないのはすごいと思います。 

 

 

+ 
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肩アーマーの組立ですが、ここもシールを貼る箇所があります。 

（Ｊ１５） 

何はともあれここだけは忘れず貼りましょう。 

貼り忘れるとパーツを分解するのが手間だからです（汗 

・・・私はここまで全部のシールを貼り忘れていました！(/ω＼) 

 

 

肩アーマーはメインの基部にサイコフレームや装甲を貼り付けていくので迷うような

部分はないと思われます。 

 

ただ、32Pの最下段左の様なパチンとハメ合わせる部分が若干堅いので、組む時は少し

注意をしましょう。 

 

ハンドパーツはゲートカットが非常に面倒です。 

パーツを間違えて切り飛ばさない様に注意してください。 

 

ハンドパーツ自体は指の向きを揃えて掌と手の甲のパーツを取り付けるだけです。 
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腕部の LED 取り付けについて。 

 

配線の流れは一定に上側にあがっていくだけですが、J3 部分に配線をチョイ引っ掛け

するところがあったり、腕側の胴体を繋ぐジョイントの間に配線を通したり、その通し

た配線の間に配線を通したりトリッキーな配線をしなければいけないので、その辺りを

注意しながら通していきましょう。 

 

 

これが腕に通して装甲を付けた状態で 

 

 

これが肩を通したところ。 

・・・汚い配線ですいません（汗 

 

画像を軽く参考にしながら配線を通していってください。 

ちなみに腕の装甲をはめていく途中の３４P、３５P の中央段左端、７番のシールを貼

るようになっているのできをつけてください。 

ここは忘れていてもそこまで分解は難しくないですが・・・。 
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頭部の組立 

 

ここまで頑張ってこられました！ あと少しですよ～、その雄姿を拝んじゃいましょ

う！ 

 

頭部も何か所かシールを貼るところがあるのでお忘れなく、カメラアイや頭部の正面、

背後のカメラのシールなどがそうです。 

 

逆に LEDを仕込む場合には貼ってはいけないシールもあるので注意です。 

（具体的に WA3、WA1に貼るシール） 

 

 

 

難しい部分はありませんが、ここまでのパーツに比べて細かいパーツが多いので切り間

違いや紛失には気をつけてください。 

（特に Q18頭部バルカンの砲門） 

 

 

頭部 LED取り付けについて 

 

配線は一本道でトリッキーな動きもしませんから、配線自体は簡単です。 

ですがここで設置するユニットは基板になっているので、傷などつかないとように慎重

に扱いましょう。 
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・バックパックの組立 

 

ここまでくればもう読むのも惜しいくらいサクサクっと完成させてしまいたいところ

ではないでしょうか？ 

 

はめにくいところなどもなくスムーズに組めると思います。 

４２Pの M1の１、M2の１、などがちょっと細かいので注意してくださいね。 

 

・バックパックのＬＥＤユニットについて。 

 

書くことないレベルです。 

ユニットを所定の位置に差し込んで胴体の接続部をジョイントさせるだけです。 

ここで長く続いた LEDユニット接続作業は終了です。 

一先ずお疲れ様でした！ 

 

 

本体までの仮組が完成したところ。 

あなたの目の前にもきっと同じものが・・・(笑) 
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・武器の組立 

 

本体を作ってしまうと武器を作るモチベーションが下がりがちですが、あと一息なので

一気にやっちゃいましょう。 

 

個人的には武器から作ってしまうのも手だと思います。 

本体を完成させちゃうと満足感が勝っちゃってそのままになりがちなので、残りがちな

部分から組んじゃう夏休みの宿題作戦！(笑) 

 

難しいところもほとんどないので軽く注意点だけ・・・。 

 

・ビーム・マグナム 

43Pのパーツ P6など、組み忘れると面倒なところがあるので注意。 

あと弾倉の組立が非常に手間なので心を折らないように気を付けてください。|дﾟ) 

 

・ハイパー・バズーカ 

バズーカも４５Pのパーツ WC9などを忘れないようにするくらい。 

 

・ビーム・ガトリング 

２門組立て組み合わせるようになりますが、左右対称なのでサイトなどの向きに注意。 

あとはサイト部分のクリアパーツ、シールのはめ込みの向きに注意してください。 

ここは分解が非常に手間だし、多くの場合パーツに傷がつくと思います。 

 

・シールド 

羽根の組み合わせがあるので、動作確認をお忘れなく。 
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・ビームサーベル 

 

箸みたいに使えます( *´艸｀) 

特に注意点なし！ でございます。 

 

 

・マーキングシールの貼り付けについて 

 

さぁ完成！・・・といいたいところですが、ここでもう一仕事。 

全体にマーキングシールを貼り付けていきましょう。 

Ver.Ka と違ってそんなに量はないし、転写シールだったりデカールだったりしないの

で作業自体は難しくありません。 

 

ピンセットや綿棒などで綺麗に張り付けていきましょう。 

 

ちなみにつや消しなどを行った後のキットにシールを貼るとツヤに差が出てしまうの

で、軽めにそのシールにつや消しを吹いてしまうのもアリです。 

（本当はマーキングシールを貼り付けてコーティングするのが一番です） 

あまり吹きすぎるとシールにダメージが出るかもしれないので軽めに様子を見なが

ら・・・。 

 

本当に軽くです、あとはちゃんと乾燥させておくこと。 

あまり褒められたやり方ではないですが・・・こんなやり方もあるよってことで。 

 

シールは貼った時の段差を処理したり軟化させて圧着させたり・・・と色々なやり方が

ありますが、その辺はまた別の機会に。 
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・変形について 

 

これは文章にするよりも実際にその様子を見た方が早いと思います。 

 

ユニコーンモード→デストロイモードへの変形 

→ https://www.youtube.com/watch?v=kegP9uyFr58 

 

デストロイモード→アンチェインドへの変形 

→ https://www.youtube.com/watch?v=PdIhV0fsIhE 

 

 

youtube に変形の様子を収めた動画を作成しておりますので、そちらをご参考いただけ

れば幸いです。 

２倍速で撮影しております。 

 

個人的にはデストロイモードのヘッドパーツの変形が一番戸惑るポイントだと感じま

した。 

 

顔の組み替えの際、あまり力を入れずに・・・難しかったら少し分解してから組み合わ

せてしまいましょう。 

 

完全変形がウリの PGではありますが、そこは無理せず・・・。 

 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=kegP9uyFr58
https://www.youtube.com/watch?v=kegP9uyFr58
https://www.youtube.com/watch?v=PdIhV0fsIhE
https://www.youtube.com/watch?v=PdIhV0fsIhE
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・おしまいに 

 

最後までお読みいただきありがとうございました！ 

あくまでも個人的な所感を元にこの記事を書かせていただきましたが、この内容があな

たの少しでもお役に立てたのなら幸いです。 

 

ＰＧユニコーンはギミック、プロポーションなど本当に良くできた大好きなキットなの

で、たくさんの人に作ってもらいたくてこのレポートを作成しました。 

ＰＧに難しさや苦手意識を持っておられる方がこのレポートを読んで『よし、作ってみ

よう！』と思っていただけたならこれ以上の幸せはありません。 

 

ブログでは組み立てた PG ユニコーンのレビューなどもしておりますので、併せてお楽

しみください。 → くらくらプラモ.com 

 

今後も楽しいガンプラライフが過ごせますよう、ホビーショップくらくら一同心より応

援して参ります。 

 

 

ありがとうございました！ 

2014年 12月吉日 ホビーショップくらくら 店長 

http://くらくらプラモ.com/%e4%bd%9c%e6%88%90%e3%83%97%e3%83%a9%e3%83%a2%e7%b4%b9%e4%bb%8b/%ef%bd%90%ef%bd%87%e3%83%a6%e3%83%8b%e3%82%b3%e3%83%bc%e3%83%b3%e3%80%80%e7%b4%a0%e7%b5%84%e5%ae%8c%e6%88%90%e5%93%81%e3%80%80%e3%83%ac%e3%83%93%e3%83%a5%e3%83%bc%e3%80%80%e6%9c%89%e5%84%9f%e3%82%b5/
http://くらくらプラモ.com/%e4%bd%9c%e6%88%90%e3%83%97%e3%83%a9%e3%83%a2%e7%b4%b9%e4%bb%8b/%ef%bd%90%ef%bd%87%e3%83%a6%e3%83%8b%e3%82%b3%e3%83%bc%e3%83%b3%e3%80%80%e7%b4%a0%e7%b5%84%e5%ae%8c%e6%88%90%e5%93%81%e3%80%80%e3%83%ac%e3%83%93%e3%83%a5%e3%83%bc%e3%80%80%e6%9c%89%e5%84%9f%e3%82%b5/
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・初めて PGユニコーン作成するあなたへ 

 

このレポートは広島県三次市にありますホビーショップくらくらが作成しております。 

 

引用、添付（具体的に言うと販売促進などに使用すること、ブログの記事などにするこ

と）などは自由です、その際は一言いただけましたら幸いです。 

→ くらくらプラモ.com 

 

こちらのサイトの問合せフォーム、もしくは 

kurakurarx78@wi2.kualnet.jp 

 

こちらのメールまでご連絡ください。 

それも手間だという方はツイッターで@kurakuraplamo 宛てにでも構いませんのでお気

軽にご連絡ください。 

 

無断での使用はお断りしております。 

ま内容によっては使用をお断りする場合がございますことを予めご了承くださいませ。 

 

ホビーショップくらくら 

 

http://t.co/zeGBqIq4mq
mailto:kurakurarx78@wi2.kualnet.jp
https://twitter.com/kurakuraplamo

